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皮膚障害物質データシート

2-Ethylhexyl-4-methoxycinnamate(EHMC)

化学構造式

(Structure)

化学物質名 2-Ethylhexyl-4-methoxycinnamate(EHMC)
(Generic Name) 2-エチルヘキシル-4-メトキシシナメート(EHMC)

Parsol MCX

元素組成、分子量 C18H26O3 = 290.40
(Molecular Formula,
Molecular Weight）

NITE-CHRIP ID C005-851-31A

用途 紫外線吸収剤

(Use, Activity)

化合物情報、皮膚障害情報

2-Ethylhexyl-4-methoxycinnamate(EHMC)は、日焼け止め化粧品（サンスクリーン剤）
の紫外線吸収剤成分として使用されており、弱いながら光アレルギー性接触皮膚炎を起こ

す成分として知れらている(1-5)。EHMC のパッチテスト濃度が 2%pet から 10%pet にな
ってから、陽性事例が多く見いだされるようになって来た(2)。

EHMC は、洗剤、メガネの樹脂フレーム等化粧品分野以外の家庭用品においても、検
出されるようになり、用途が広がっている。

EHMC は、本来、trans 体であるが、紫外線により、trans 体から cis 体へ変化する（図
－１）(6,7)。NITE が行った家庭用品の分析では、trans 体及び cis 体が同時に検出され
る例がほとんどである(8)。

2017 年 NITE にメガネの樹脂フレーム（先セル）及び鼻パット部分に一致して、アレ
ルギー性接触皮膚炎を発症した事例が 1 件報告された。原因究明テストを実施したとこ
ろ、先セル及び鼻パットから、trans体及び cis体の EHMC が検出された。trans体 EHMC
に紫外線を照射し、cis 体 EHMC を生成させ、trans 体 EHMC 及び cis 体含有 EHMC のパ
ッチテストを施行したところ、cis体含有 EHMCのみに陽性反応(EHMC 10%pet + (8))
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を示した。よって、被害者（患者）は、紫外線吸収剤の cis 体 EHMC により、アレルギ
ー性接触皮膚炎を発症したものと考えられる(8)。

cis 体 EHMC の部分構造は、Mono(2-Ethylhexyl)maleate と類似しており、マレート類
似部分構造が抗原認識部分と想定される。他の化学物質にもマレート類部分構造や光変換

により、マレート類類似構造になったものがパッチテストで陽性反応を示す例があり注意

が必要である（図－１）(9-12)。
EHMC の光アレルギー性接触皮膚炎は、光により活性化し、アレルギー性接触皮膚炎

を発症するのではなく、光（紫外線）により、trans 体から cis 体へ変換した EHMC によ
り、発症するものと想定される(8)。よって、EHMC のパッチテストは、光パッチテスト
又は cis体 EHMCによるパッチテストが必要である。

図－１ Mono(2-ethylhexyl)maleate陽性反応関係物質(8-12)
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